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前のページに戻る
『林巨正』時間表

[注意書き]

(1) 見るためには韓国語フォントが必要です。

(2) 漢字語でも作品中に漢字表記がない場合はハングル表記してあります。
(3) 人名や地名を検索機能で探すことができます。ただし、日本語漢字と韓国語漢字が混在しているので注意して下さい。
(4) 人物に関する注は、原則として｢登場人物表｣に入れました。
歴史的事実と違っている部分、あるいは前後で食いちがいのある部分には、下線を引きました。

	篇
	章
	作品事項
	歴史事項

	
	
	年代
	巨正
年齢
	内容(回／頁)
	年代
	内容

	鳳丹篇
	1. 李校理流配
	1504

(甲子)
	
	* 春、李長坤、巨濟島に流配(2/15)
	1498
	* 7月、戊午士禍

	
	2. 王の無道
	1504
	
	* 仁粹大妃の死(1/17)
	1504
	* 10月、甲子士禍

	
	3. 李校理逃亡
	1504
	
	* 李長坤、巨濟島脱出、咸鏡道咸興到着(7/45)
	
	

	
	4. 李校理の安身
	1504
	
	* 七月七夕、李長坤と楊鳳丹結婚(7/65)
	
	

	
	5. 怠け者
	1504
	
	
	
	

	
	6. 追い出し
	1504
	
	
	
	

	
	7. 反正
	1504

1506
	
	* 冬、楊周八の妻と高原宅の死(1/112)

* 9月、李長坤、中宗反正で身分を回復(4/122)

* 鄭希良が死んだという噂が広まる。(4/124)
	1506
	* 9月、中宗反正

	
	8. 上京
	1506

1507

1508
	
	* 李長坤、ソウルに行き同副承旨になる。(3/156)

* 12月、淑夫人に叙せられた楊鳳丹が周八とともにソウルに来る。(6/162)

* 2月、周八が妙香山に行き李千年の弟子になる。(10/177)

* 4月、楊鳳丹が息子咸童を出産(8/171)

* 李長坤が成均館大司成になる。(15/190)
* ソウルに帰った周八が妾をとって独立し、皮匠の仕事を始める。(17/196)
* 3月、林돌がソウルに来る。(17/198)
	
	

	
	9. 二つの家
	1508

1509
	
	* 4月20日、林돌と皮애기が結婚(3/217)
* 4月、周八の妾が長男金童を出産(12/244)

* 5月、皮애기が長女섭섭を出産(12/245)

* 6月、李長坤が禮曹參判になり、楊鳳丹は貞夫人になる。(13/247)
	1510
	* 三浦倭變

	皮匠篇
	1. 交遊
	1517

1519
	
	* 趙光祖が副提學時代に갖바치(靴作り。以前の楊周八｡)との交遊が始まる。(1/7)

* 副提學になったその年、大司憲になる。(2/8)

* 賢良科実施(2/8)

* 金德純が갖바치の家に出入りをするようになる。(3/13)
	1515

1518

1519
	* 仁宗出生、章敬王后の死

* 趙光祖が副提學になる。
* 4月、賢良科を設置して金湜など28人を抜擢,登用

* 5月、趙光祖が大司憲になる。

	
	2. 術客
	1517or

1518?

1519
1512

(壬申)
	
	* 昭格署が廃止される。(1/23)

* 金倫がソウル昭格署に住みつく。(1/25)

* 吳順亨らが金倫を通して鄭希良の生存を知る。(2/28)
* 金倫が妙香山から下山(6/40)
	1518
	* 9月、昭格署廃止

	
	3. 士禍
	1519
	
	* 南袞らの策略で趙光祖ら４人は遠方安置、残り４人は遠方付處となる。(10/71)

* 金德純が流配される父金湜とともに旅立つ。(12/74)

* 加罪が下される。趙光祖は綾州で賜藥を受け, 残り７人は遠方安置、安瑭は罷職、鄭光弼は領中樞に左遷、李長坤は削職、巴城君と嵩善副正は遠竄、李鶴年は決棍を受ける。(14/82)

* 弟子李信らが金湜を流配地から逃亡させ李中の家にかくまう。(15/83)

* 金湜が漆原縣監の河挺の家に１ヶ月以上身を隠す。(16/86)

* 金湜父子が陰謀を企てていると李信が告発(16/87)

* 金湜が智異山へ逃げて自害する。(16/87)
	1519
	* 12月、己卯士禍

	
	4. あとのこと
	1520
	
	* 金湜と別れてきた金德純が朴連中とともに聞慶새재近くの火賊賊窟に１ヶ月間かくまわれる。(1/90)

* 金德純の妻李氏の死(2/93)

* 金德純と朴連中が南袞の家に侵入(4/99)

* 朴連中は平山へ去り、金德純は楊鳳丹の弟を名乗って身を隠す。(5/102)
	
	

	
	5. 兄弟
	1520

1521

1527

1531
	
	* 沈義と갖바치の交遊が始まる。(1/112)

* 李長坤一家が昌寧へ落鄕(3/117)

* 安瑭一族を中心とする獄事が起きる。安瑭の父子を始め濟州に安置された金淨、온성に安置された奇遵、李鶴年(李鳳學の父)と崔壽성は死罪。告発した祀連は折衝將の職を得る。(6/129)

* 呪詛獄事が起きて敬嬪と福城君は賜藥を受け、惠順・惠靜翁主は庶人になり、光川尉金仁慶は遠竄を受け、唐川尉は杖下死(8/135)

* 南袞の死(9/138)

* 金安老の朝廷再進出(10/138)

* 金安老が、呪詛事件に関わったとして沈貞を流配させる。(10/139)

* 金安老は朝廷毁謗の謗書事件の罪を沈思順になすりつける。沈貞賜死。(10/139)
	1521

1527

1530

1531

1533
	* 安瑭の死

* 3月、灼鼠の變

* 11月、沈貞の流配
* 6月、金安老が都摠官になる。
* 11月、沈貞賜死

* 5月、福城君賜死

	
	6. 弟子
	1521
1522

1526?

1528?

1532

1533

1534

1535
	1
2

6

8

12

13

14

15
	* 林巨正の出生(類推；巨正の名が初めて出るのは5/153)

* 夫を無実の罪で失った遺腹の母が、갖바치の世話で沈義の家に住み込む。2ヶ月後遺腹出生(1/143)

* 遺腹と李鳳學が갖바치師匠のもとで勉強友達になる。(1/143)

* 巨正が崔将軍の弓を折る。(5/156)

* 楊金童と林섭섭の結婚(4/153)
*　갖바치とともにソウルに来た巨正が鳳學・遺腹と付き合い始める。(7/160)

* 섭섭が新婦禮して上京する。(8/163)

* 秋、갖바치の妾の死(9/167)

* 巨正・鳳學・遺腹が義兄弟の契りを結ぶ。(9/168)

* 鳳學が弓術を磨く。(10/171)

* 遺腹が槍投げにうちこむ。(12/177)

* 林돌の妾が八朔童を生む。(15/185)

* 巨正が富平구슬원へ行って老人に会う。(16/187)

* 4つの誓いをたてて弟子入りを許される。(18/196)

* 섭섭が豆を吹く技を磨く。(23/213)

* 老人は桂陽山へ入り、巨正は楊州に帰る。(24/214)
	1534
	* 明宗出生

	
	7. 分散
	1535

1537

1539

(己亥)
	15

17

19
	* 巨正と鳳學・遺腹が捕盜廳に拘引される。(2/225)

* 鳳學が交河洛河院の近くに引っ越す。(3/227)

* 遺腹が白川へ引っ越す。(3/227)
* 洪麟瑞と尹任の下女結婚(7/239)

* 金安老が中殿廢位を図ったことが林百齡の告発で発覚し、梁淵・尹安仁の論劾によって賜藥を受ける。(10/249)

* 金安老のために罪を得た人たちが自由の身になる。(鄭光弼・嵩善副正・巴陵君・金德純など)(11/249)

* 楊金童夫婦が楊州へ引っ越す。(13/256)

* 周八はソウルの家を処分して金倫・沈義・金德純・巨正とともに徐敬德に会いに松都に行く。(14/260)

* 沈義だけ松都に残り、他の人々は平山に行って滅惡山火賊頭目の朴連中にあう。巨正は剣の師匠と再会する。(17/268)

* 周八と金倫は江西道を発ち、巨正と金德純はソウルへ帰る。（20/280)
	1537
	* 10月、金安老賜死

	
	8. 出家
	1539

1540

1542
	19

20

22
	* 9月1日、갖바치と金倫が江西九龍山に行き李千年に会う(1/282)

* 李千年が死ぬ。金倫はソウルへ、갖바치は寧辺へ。(1/285)

*　갖바치が妙香山で出家して甁亥大師となる。(2/285)

* 巨正が甁亥大師とともに白頭山に行き、雲寵一家3人に出会う。(3/288)

* 巨正と雲寵が結婚する。(9/310)

* 甁亥大師と巨正が雲寵一家と別れて金剛山へ行く (11/316)

* 金剛山で出会った普雨が甁亥大師を殺そうとし、大師が木枕を与えて追い出す。(13/322)

* 甁亥大師と巨正が金剛山を発って楊州へ帰る。(14/323)

* 甁亥大師と巨正が全羅道へ向かう。(14/326)

* 甁亥大師と巨正が途中で李之菡に会い一緒に濟州に行くことになる。(15/326)

* 甁亥大師と巨正が昌寧の李長坤の家に逗留。(16/330)

* 路上で僧に強姦されそうになった婦人を巨正が助ける。(17/332)

* 巨正が先に発ち、１ヵ月後に発った甁亥大師は竹山七長寺に入って生き仏あつかいを受ける。(20/342)
	
	

	兩班篇
	1. 国喪
	1544

1545
	24

25
	* 中殿の姦計で中宗が譲位騒動を起こす。(2/10)

* 東宮火災事件(3/11)

* 冬、中宗死去、仁宗即位(4/14)
* 金倫が尹元衡に頼まれて王への呪詛を行う。(5/17)

* 没収されていた金湜の家宅と財産を取り戻し、金德秀一家とその老母が家に戻ってくる。金德純は갖바치の住んでいた恵化門内の家で一人暮らしを始める。(6/20)

* 甁亥大師が金德純と巨正に手紙を送る。使いの僧を通して甁亥大師が七長寺で生き仏あつかいされていることがわかる。(6/20)

* 南山の草庵で王を呪詛している尹元衡と金倫を巨正が発見し怒鳴って追いかけた後、甁亥大師の手紙どおりにわら人形と草庵を燃やす。同時に王の病が治る。金倫は甁亥大師の手紙を受け取って竹山へ行く。(7/24)

* 仁宗が死ぬ直前に慶源大君を後継者に指名、譲位し、趙光祖らを復権させて賢良科も復科させる。(9/31)

* ７月１日、仁宗死去(9/32)
	1544

1545
	* 11月、中宗死去、仁宗即位

* 6月、趙光祖ら復権
賢良科復科
* 7月、仁宗が慶源大君に譲位して死す。

	
	2. 殺戮
	1545
	25
	* 明宗の即位で大王大妃の垂簾聴政が始まる。(1/38)

* 朝廷の衆論によって尹元老が中途付處される。(1/40)

* 尹元衡の謀略で尹任・柳仁淑・柳灌が賜藥を受け、鄭順朋・李芑・林百齡・許磁・林九齡・鄭현・李萬年・閔齊仁・金光準らは功臣の称号を受ける。(4/50)

* 金明胤の謀略で柳灌・柳仁淑・尹任は剖棺斬屍を、桂林君は斬刑を、李德應・李煇は梟首になる。白仁傑・柳希春らは遠竄、李中悅・金저らは削奪、權撥・宋麟壽らは軽い刑を受ける。鄭希登と朴光佑は流配の途中で死ぬ。(9/63)

* 金德純が兄とともに楊根迷源へ都落ちする。家は鄭希登の遺族に与える。(11/69)

* 林亨秀が濟州牧使に命ぜられる。(14/77)
	1545
	* 7月、大王大妃の攝政

尹元老流配

* 8月、乙巳士禍

	
	3. 匿名書
	1547

1548

1549

1550
	27

28

29

30
	* 良才驛匿名書事件で林亨秀らが賜藥を受ける。(1/80)

* 安名世の獄事(4/89)

* 李洪胤の獄事(4/90)

* 李瀣の獄事(4/91)

* 8月、巨正父子が棺を作って李瀣を埋葬してやる。(5/93)

* 李瀣の死体を埋葬した罪で巨正父子がむち打ちの刑を受ける。(6/96)
	1547

1549

1550
	* 9月、丁未壁書之獄(丁未士禍)

* 4月、李洪胤の獄事

* 李瀣の死

	
	4. 報復
	1546

1548
	28

28
	* 林百齡と玉梅香の死(1/100)

* 甲の呪いによる鄭順朋の死(9/124)

* 李芑と許磁の死(14/138)

* 尹元衡が陳復昌を流配させる。(15/139)

* 鄭彦慤が林亨秀の馬から落ちて死す。(15/141)
	1546

1548

1551

1552

1556

1560
	* 林百齡の死

* 鄭順朋の死

* 許磁の死

* 李芑の死

* 鄭彦慤の死

* 陳復昌の流配

	
	5. 権勢
	1547

1550

1551
	27

33

31
	* 尹元衡が大王大妃の弟として権勢を得る (1/142)

* 尹元衡の陰謀で尹元老が賜藥を受ける。(2/148)

* 尹元衡が庶弟尹度孫の妻に近づくが、結局、出家させる。(3/150) 

* 鄭蘭貞が大王大妃の寵愛を受ける。(4/153)

* 尹元衡の妻金氏が鄭蘭貞に毒殺される。(5/156)

* 尹元衡が息子두리손を殺す。(8/165)

* 尹元衡が大金持ちになる。(11/171)

* 尹元衡が右議政になる。(15/184)
	1547
	* 12月、尹元老賜死

	
	6. 普雨
	1551

1553

1554

1555
	31

33

34

35
	* 普雨が大王大妃の御めがねにかなって景福宮に住むようになり、도깨비のいたずらを止めて大悟した僧として大王大妃の信頼と寵愛を受ける。(1/187)

* 普雨の勧めにより大王大妃が兩宗禪科を設置。 (3/191)

* 数年前、李長坤が死、去年楊鳳丹が死す。(6/201)

* 景福宮火災後、王は昌德宮に移る。(18/233)

* 普雨を廣州奉恩寺に追い出すが、すぐまた王宮に出入りするようになる。(20/240)

* 景福宮の改修が終わると、普雨が宮内に戻る。 (21/242)

* 甁亥大師と巨正が檜巖寺で法事を営んでいる普雨をこらしめる。(21/244)

* 甁亥大師と巨正が楊州で金德純に再会し、巨正の家に行く。(23/250)

* 1548年頃、雲寵が白孫をつれ天王童とともに楊州にやって来た。(26/259)
* 돌は数年前から風病を患っている。(27/260)

* 1549年頃、金童が死んだ。(27/263)

* 甁亥大師と金德純と巨正がソウルに行く。(32/279)

* 金德純と巨正が乾川洞で子供時代の李舜臣に会う(34/282)
	1551

1553
	* 6月、兩宗禪科設置

* 景福宮火災

	
	7. 倭變
	1555
	35
	* 金德純と巨正が甁亥大師とともに竹山七長寺へ行く。(1/295)
* 巨正が許潭に馬の乗り方を習う。(2/300)

* 鳳學が七長寺にたずねて来ていっしょに倭戦に出ようと巨正を誘う。(3/302)

* 許潭から馬をもらい、巨正が鳳學とともに募兵に応ずる。(9/319)

* 鳳學は兵士に選ばれて道巡察使麾下の牙兵として出戦、白丁を理由に断わられた巨正は一人で出戦する。(11/325)

* 靈巖達梁營の陥落(11/326)

* 李潤慶が靈巖城を守ることになる。(12/328)

* 鳳學が右防禦使南致勤の麾下に志願して入る。(12/329)

* 南致勤が靈巖城に入城(15/336)

* 鳳學が南致勤の信任を得る。(15/337)

* 金景錫が靈巖城に入城(16/337)

* 鳳學と裵돌석の腕前対決御前試合が行われる。(20/351)

* 巨正が危機に陥った南致勤と鳳學を救う。

  (23/359)
	1555
	* 5月、乙卯倭變

	義兄弟篇 1
	1. 朴遺腹
	1555

1538

1541

1542

1555
	35
	* 晩夏、巨正が倭変に行っている間に、遺腹が巨正の家を訪ねて来る。(1/11)
* 遺腹が17歲の時、孟山に引越し、病気になり、
20歲の時、足がなえて歩けなくなった。(1/22)

* 壬子年(1542年)、ある老人が遺腹の病気を治してくれ、手裏剣一揃いをくれた。(1/28)

* 遺腹はその老人について放浪し、老人が江界で死んだ後、孟山に寄ってから楊州に来た。(1/32)

* 老人がくれた借力薬を飲んで遺腹は力が強くなっていた。(1/38)


* 遺腹が竹山七長寺へ行き、甁亥大師に会う。 (2/42)

* 遺腹が甁亥大師を侮辱した兩班の下人たちを殴る。 (2/46)

* 遺腹が七長寺を発ち、ソウルへの途上出会った山賊신불출の家に泊まる。(2/70)

* 遺腹が신불출とソウルに行き、緬禮を終えて父の遺体とともに楊州へ行く。(2/75)

(注：緬禮は移葬のための儀式｡)
* 遺腹が天王童とともに白川へ行き、父母の墓を作る。(2/81)
* 遺腹が天王童と別れて康翎へ行く。(2/84)


* 遺腹が노僉知を殺し、父母の恨みを晴らす。(3/109)
	
	

	
	
	
	
	* 遺腹が白川父母の墓に노僉知の首をささげる。(3/115)

* 遺腹が德積山に逃げこむ。(3/119)


* 德積山崔瑩將軍祠堂の巫女が將軍の新しい妻を迎える儀式をする。(4/122)

* 遺腹が將軍堂に入り、將軍の新婦崔작은년と結ばれる。(4/129)

* 遺腹が작은년と將軍堂から逃亡し､ 孟山へ向かう。(4/148)

* 遺腹と작은년が靑石洞吳哥の家に泊まって吳哥に襲われ、逆にやっつける。(4/154)

* 작은년が吳哥の養女になり、二人は靑石洞に住むことになる。(4/165)
	
	

	
	2. 郭五柱
	1555

1556
	35

36
	* 晩秋、五柱が金校驛洞市場からの帰途탑고개で吳哥に出会い、半殺しにする。(1/172)

* 遺腹が五柱を懲らしめる。(1/177)

* 遺腹が吳哥の盗賊行為を手伝う。(1/187)

* 遺腹が禁盜軍官と兵士らを追い払う。(1/191)

* 遺腹が五柱と義兄弟のちぎりを結ぶ。(1/199)


* 탈미골の강一行が吳哥の縄張を取るために攻めてくる。강と강の妹の夫は死に、변兄弟だけが逃げ帰る。(2/209)

* 絶望した강の父が家に火を放ち、一家とともに변兄弟も焼け死ぬ。(2/220)

* 禁盜兵士らが변兄弟の兄の妻を引っ張っていく。(2/230)

* 변兄弟の兄の妻が釈放されるが実家に帰り、弟の妻신뱃골댁も母について実家に戻る。(2/232)

* 正月過ぎ、五柱の主人정僉知の息子が五柱らとともに신뱃골댁を拉致し、叔母の家に預ける。(2/234)

* 正月15日、初夜を迎えた신뱃골댁が棒で정僉知の息子を殴って逃げ、井戸に身を投げる。 (2/242)

* 五柱が신뱃골댁と所帯を持つ。(2/253)

* 巨正と天王童が靑石洞に来る。(2/263)
	
	

	
	
	1557
	37
	* 鳳學は全羅道全州監營で監司の下で裨將役をつとめていると巨正が語る。(2/268)

* 吳哥・遺腹・五柱・巨正・天王童がいっしょに狩りに行く。(2/270)

* 酔って昼寝中に虎に襲われた五柱、虎の後肢を折って木の上に逃げる。(2/276)

* 巨正が虎を剣で殺す。(2/280)

* 巨正と天王童は楊州に帰り､ 五柱は개래동に帰る。(2/282)

* 五柱が不在の間に정僉知の息子が신뱃골댁を強姦しようとして失敗する。(2/282)

* 秋、신뱃골댁が難産の末に息子を生む。(2/291)

* 신뱃골댁の死(2/300)

* 五柱がお腹が空いて泣く息子をあやすのに疲れ果て殺してしまう。(2/302)

* 息子が死んだ衝撃で五柱は気が狂う。(2/304)

* 五柱が신뱃골に行く途中で靑石洞に寄るが、遺腹は巨正と七長寺に新年の挨拶に行っており不在。(2/310)

* 五柱に、泣いている赤ん坊を見ると暴力を振るう症状が出る。(2/308)

* 五柱が遺腹に誘われて靑石洞に入り、鉄殻竿の盗賊になる。(2/313)
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	3. 吉莫奉
	1557

1556

1557
	37

36

37
	* 松都の陶磁器商孫兄弟が瑞興に引っ越す途中탑고개で盗賊に襲われ、兄は鉄殻竿で殴られて障害者になる。(11)
* 孫兄弟の弟が莫奉の応援を求めて水原の兄嫁の実家に行く。(14)

* 冬、莫奉は果川で天王童に出会い、親しくなった。(18)

* 正月15日に楊州の巨正を訪ねた莫奉は彼の強さに驚かされた。(18)

* 孫兄弟の弟が三奉・莫奉兄弟を連れて松都に戻る。(23)

* 孫兄弟の弟と三奉・莫奉兄弟が仇討のため靑石洞탑고개に向かう。(24)

* 孫兄弟の弟と三奉・莫奉兄弟が五柱を捕らえ、鉄殻竿で殴って恨みを晴らす。(28)

* 孫兄弟の弟と三奉・莫奉兄弟が五柱を松都へ連れて行く途中、吳哥に指示を受けた村人にだまされて탑고개洞に二泊する。(38)

* 吳哥が村人を使いに出して楊州にいる遺腹と巨正を呼び寄せる。(48)

* 巨正の仲裁でみんなが仲直りし、孫兄弟の家族は탑고개洞に引っ越して住むことになる。(51)

* 10月、莫奉が惠陰嶺で朴先達一行を盗賊から助ける。(60)
* 安城に塩売りに出かけた莫奉が偶然に귀련の家を訪ねる。(67)
	
	

	
	
	
	
	* 金풍헌の孫が村人らを引き連れて귀련の家にいる莫奉を襲うが、逆にひどい目に遭って帰る。(79)

* 莫奉が朴先達の弟の家の入り婿になる。(96)

* 莫奉が朴先達を脅して官庁でむち打たれる。(104)

* 莫奉、外姑にいびられ、入り婿生活2,3ヶ月で追い出されて靑石洞に入る。(109)
	
	

	
	4. 黃天王童
	1557
	37
	* 晩春、天王童が将棋の上手い孫老人に会うために탑고개洞の孫の家に来る。(116)

* 天王童は孫老人から聞いた将棋の名人白氏と勝負するため、また遺腹と吳哥の妻は薬水を飲むために、ともに鳳山へ向かう。(125)
* 天王童が白吏房の婿えらびに応じ、吏房の妻の助力を得て合格する。(150)

* 4月15日、天王童が白옥련と結婚。(183)

* 天王童が白吏房の入り婿になって仲よく暮らす。(184)

* 6月、天王童が通人となり、二日後には將校になる。(186)
	
	

	
	5. 裵돌석
	1557

1535

1542

1548
	37

15

22

28
	* 黃州の人が舍人岩の下で虎に喰い殺され、その老母が 鳳山郡守に復讐を懇願する。(1/190)

* 天王童・將校ら・狩人らが두이峰각시바위の近くで虎穴を発見、母虎は逃し、子虎二匹と遺骨を持ち帰る。(1/203)

* 驛卒が虎に襲われ、金校察訪が裵돌석に虎を殺すよう命じる。(1/207)

* 돌석が虎を殺したあと、偶然に天王童と出会って挨拶を交わす。(1/213)

* 돌석と狩人らが驛卒の母である老婆の招きで驛卒の家に行き、若い寡婦に出会う。(1/217)

* 敬天驛卒になった돌석が老婆の養子になって寡婦と所帯を持つ。(1/218)

* 돌석が天王童の家に遊びに来て身の上話を始める｡ (1/220)


* [돌석の身の上話]돌석は小さい頃から石投げが好きで、13､4歳になると独自な石投げ方法を考案し、3年間練習して達人となった。(2/222)

* 継母にいじめられたためひねくれた性格になった。(2/223)

* 21歳の時、結婚。(2/223)

* 27歳の時、父の死。(2/223)
	
	

	
	
	1551

1554

1555

1556

1557
	31

34

35

36

37
	* 돌석は酒に溺れ、継母と妻が穀物を臼で搗いて生計を立てた。(2/223)

* 父の死から3年後、돌석は継母をいじめる妻を追い出した。(2/223)

* 2､3年後、돌석の継母が再婚。(2/223)

* 乙卯倭變のとき投石隊に入って全羅道へ。(2/224)

* 最初はうだつが上がらなかったが、中軍の推薦で才能を現し、隊正になって防禦使の寵愛を受けた。(2/224)

* 防禦使の身内である衛將に刃物をふるって梟首の宣告を受けるが、中軍のお陰で免れた。(2/224)

* そのころ、鳳學も南防禦使に進言したため梟首の宣告を受けるが、直前に巨正に救出され、李潤慶にかくまわれた。(2/225)

* 命拾いをして故郷に戻った돌석は友人の家の食客になり、その後、作男暮らしを1年してから、半年程遊び暮らした。(2/226)

* 35歳の時、金家の婢夫になった。(2/228)

* 結婚後半年が経った9、10月、妻금순と金家の主人の間がおかしいことに気づいた。(2/239)

* 正月のある晩、近所へ遊びに行った帰りに돌석は、自分の家から出てゆく主人の姿を目撃した。(2/242)
	
	

	
	
	
	
	* 돌석は昌原に泊まってくると嘘をついて姦通の現場を襲った。(2/243)

* 嘘の書き付けを書いた金家の主人と금순に刺青を入れ、金家の夫人の唇を奪ってソウルに逃げた。(2/250)


* 돌석が天王童の家にしばしば遊びに来るようになる。白吏房の家族は돌석が遊びに来るのをしだいに嫌がるようになる。(3/259)

* 돌석の妻の浮気相手金の妻が돌석の家にどなりこみ、養母とけんかをする。(3/270)

* 돌석が妻の浮気のはらいせに金の妻と寝て自分の妻を追い出す。(3/284)

* それを知った金は友人を引き連れて돌석を襲う。(3/287)

* 돌석は金の妻に石の袋を奪われてうろたえるが、拾った石で金と自分の妻を殺して鳳山へと逃げる。(3/289)

* 돌석が鳳山で捕えられ、獄につながれる。(3/294)

* 遺腹が黃州に連行中の돌석を救い出し、靑石洞に逃げる。(3/298)

* 11月、天王童が돌석の脱獄に関与したことが発覚し、濟州流配となる。(3/299)
	
	

	
	6. 李鳳學
	1555

1556
	35

36
	* 全羅道観察使になった李潤慶、李鳳學を工房裨將に任命する。(1/301)

* 鳳學、幽霊が出るとして40年前から使われてない部屋に住むことになる。(1/312)

* 鳳學が秋月の幽霊と寝る。(1/317)

* 계향が秋月の幽霊のふりをして鳳學の部屋で寝る。(1/322)

* 계향が鳳學の守廳(夜伽)妓生になる。(1/326)

* 鳳學と계향の愛が日ごとに深まり、幽霊部屋の恐ろしい雰囲気が消える。(1/332)


* 春、李潤慶が巡察使の官職を追加される。(2/333)

* 鳳學が中軍に任命され、100人の兵士らと各邑を回る。(2/335)

* 鳳學が加里浦で倭敵を撃退して全州に帰る。(2/346)

* 全州府尹に囚われた계향を鳳學が救い出す。(2/360)

* 鳳學が旌義縣監に任命される。계향は鳳學について行くために仮病で半身不随となって妓籍から抜ける。(2/370)

* 李潤慶は京畿監司となり、鳳學は旌義に赴任する。(2/372)


* 3ヶ月後の冬、旌義で善政を行った鳳學が守令褒貶で上等になる。(3/376)
	
	

	
	
	1557
1558
	37
38
	* 春、鳳學が大靜縣監を兼ねる。(3/376)

* 夏、人祿を禁じる厳令に対した土豪らの反発で鳳學が守令褒貶で中等になる。(3/376)

(注：人祿とは一般住民を捕えて奴婢のように使役すること｡)

* 11月、流配された天王童に同行して濟州に来た巨正が、鳳學に会いに来る。(3/381)

* 五衛部將となった鳳學が巨正とともにソウルに帰り､ 義興中衛に出仕。(3/396)

* 鳳學が계향と住んでいるソウルの家に交河の妻が来るが、鳳學に追い返されて自殺。(3/397)

* 昌德宮金虎門を守っていた鳳學が、鄭蘭貞の侍女の通行を許さなかったことから、ぬれぎぬを着せられ、官職を奪われる。(3/397)

* 李潤慶の知恵で、李浚慶が鳳學を軍器寺直長に任命させる。(3/405)

* 軍器寺副正の虐めに耐えかねた鳳學、咸鏡監司になった李潤慶に嘆願して臨津別將となる。(3/407)
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	7. 徐霖
	1558
	38
	* 明宗が李樑を登用して尹元衡を牽制しようとする。(1/6)

* 尹元衡と李樑両方にへつらう金明胤が、李樑の周旋で平安道観察使に任命される。(1/6)

* 徐霖が金明胤に重用される。(1/11)

* 徐霖がかわうその皮を盗んだことが発覚するが、言い逃れた徐霖はちょろまかしを止めない。(1/15)

* 冬、ねだる桃花のために真珠を盗み出そうとして見つかり、集めてきた財物を持って逃げる。(1/18)

* 徐霖が탑고개で会った盗賊に巨正の親戚を詐称して殺されそうになる。(1/20)

* 徐霖が廣州刑房時代の孫との縁のお陰で助かる。(1/27)
* 靑石洞頭領らが徐霖の提案を受け入れ、平壤から来る進上封物を奪うことで合意する。(1/36)


* 12月9日、禮房裨將と金良達一行が歲饌と進上封物を持って発つ。(2/43)
* 鳳山で、客主の弟が封物を盗み出そうとして捕まる。(2/45)

* 金校驛洞での宿泊先をえらぶ係の將校が、道連れになった旅人一行の勧めで宿所を決める。(2/53)
	1558
	* 李樑の登用

	
	
	
	
	* 旅人らは將校らを巫女の儀式に連れて行き、一行の老人(実は吳哥)は客主に残って人々に酒を飲ませる。結局金良達も儀式に行く。(2/54)

* 禮房裨將が拉致される。雲達山派の頭目かと尋ねた老人も連れていかれる。(2/60)

* 急を聞いて戻った金良達が旅人らとともに禮房裨將と老人を探しに行く。(2/63)

* 禮房裨將を救い出した金良達と將校は客主に帰り、旅人らは老人を探すために追いつづける。(2/65)

* 客主の家に帰った金良達一行が、火賊らに封物を奪われたことを知る。(2/66)

* 禮房裨將と口げんかの末に金良達が自殺する。(2/71)

* 封物を奪ったのは靑石洞一党で、計略を練ったのは徐霖だった。(2/73)

* 封物を盗んだというぬれ衣を着せられた雲達山朴連中派は、官軍に攻められる前に巣窟をすてて逃げる。(2/74)
* 天王童や徐霖も入れて靑石洞頭領らは奪った封物を山分けする。巨正と鳳學に分け前を送ったところ、巨正は何も言わずに受けるが、鳳學は送り返す。(2/77)
	
	

	
	8. 結義
	1559
	39
	* 春、天王童が流配を解かれて楊州に帰る。(1/83)

* 巨正が天王童を鳳山まで送っている間に隣の崔が巨正の家に平壤進上封物があると密告し、家族全員が引っ張られる。(1/91)

* 돌が釈放されるが、病気が悪化して死ぬ。(1/98)

* 신불출が鳳山に行って事件を知らせる。(1/102)


* 巨正と天王童が楊州に帰る。(2/105)

* 巨正を連行に来た將校と使令らが父の葬式を行う時間の余裕を与えて帰る。(2/107)

* 巨正と天王童が獄に行って家族と面会している時、八朔童が死ぬ。(2/112)

* 巨正も連行されるが、国法により、葬式のための3日間を与えられて帰家する。(2/120)

* 葬式を終えた巨正、徐霖の勧めにしたがって破獄を決める。(2/124)

* 巨正が崔夫婦を殺し、徐霖が巨正の家に続いて崔の家にも火をつける。(2/127)

* 天王童と遺腹が巨正の家族を獄から救い出して逃走するが、群がりよせる追手のため獄丁の家に立て篭る。(2/128)

* 巨正が合流し、一行は無事に楊州を抜け出して靑石洞に入る。(2/131)

* 李億根が兵士らを連れて靑石洞を偵察に行くが、把守軍に見つかって殺される。(2/134)
	1559
	*開城府捕盜官李億根, 林巨正一党に殺される。(実録4月)

	
	
	
	
	* 白吏房は捕盜部將に審問されるが、もっともらしい嘘で言いぬける。(2/135)

* 鳳學が巨正の家族を助けて臨津江を渡らせたことがばれる。(2/135)
* 계향が息子を産む。(2/143)

* 天王童がソウルに行く途中で臨津の鳳學のもとに立ち寄る。(2/146)

* 鳳學が李浚慶から自首を勧める手紙をもらい、禁府に自首する決心をする。(2/148)

* 坡州牧使に呼ばれた鳳學が、罪を告白して禁府に自首する意向を明かす。(2/152)

* ソウルから発った禁府都事一行と臨津から発った鳳學一行が途中で出会い、鳳學は縄を掛けられる。(2/154)

* 天王童が莫奉とともに禁府都事一行を襲い、鳳學を救い出して靑石洞に逃げる。(2/157)


* 돌석が見張り金억석の娘と저고리の紐を結んで婚約を誓う。(3/176)

* 吳哥が金억석の娘を養女にして돌석と結婚させることにする。(3/187)

* 돌석と金억석の娘の結婚。(3/196)

* 外姑の死を知った莫奉が妻を連れに行くため黙って靑石洞を抜け出す。(3/203)
	
	

	
	
	
	
	* 徐霖が連れてきた人相見が靑石洞に留め置かれる。(4/207）

* 莫奉の後を追っていった孫兄弟の弟が帰り、莫奉が安城で捕まったことを知らせる。(4/210)

* 莫奉は安城가사리に行って妻と義父を説得し、一緒に靑石洞に来ることになったが、朴先達の密告のため捕校に襲われ、足を折られて捕まったという。(4/213)

* 莫奉を助けるため、巨正一行が干物商人に変装して発つ。(4/220)

* 巨正一行は七長寺に行く途中、놋박재で出会った郭능통の案内で달골に行く。(4/232)

* 甁亥大師の死を知る。(4/237)


* 巨正と鳳學・遺腹が七長寺に行き、死んだ甁亥大師の仏像を彫ることを依頼する。(5/239)

* 巨正一行が、가사리の朴先達の家を襲って兵士らを攪乱し、破獄して莫奉一行を救出して逃げる。(5/255)

* 巨正七兄弟が七長寺に行き、甁亥大師仏像の前で義兄弟の契りを交わす。(5/283)

* 莫奉が逃げようとした彫師を殺す。(5/287)

* かねての約束通り、七長寺の僧が、巨正一行が七長寺に立ち寄ったことを官庁に報告する。(5/288)

* 巨正が彫師の遺体を竹山官庁の門の前において行く。(5/289)
	
	

	
	
	
	
	* 竹山縣監が七長寺甁亥大師の仏像を捨てさせるが、祟りを受け、老母の願いで再びお寺に戻す。仏像は霊験あらたかな白丁仏として崇められる。(5/292)


* 莫奉の傷が治るまで巨正は능통とともに달골に残り､ 残り他の頭領らは靑石洞に帰る。(6/296)
* 능통の勧めで巨正と莫奉が鎭川吏房の家に行って身を隠す。(6/305)
* 捕校らの捜索に備えて巨正一行は物置部屋に隠れて過ごすことにする。(6/314)

* 巨正が鎭川吏房の妾の誘惑に乗る。(6/315)

* 靑石洞に発つ時、巨正が鎭川吏房に妾との姦通を告白する。(6/324)

* 腹を立てた鎭川吏房が妾を殺して姿を消す。(6/326)
	
	

	火賊篇 1
	1. 靑石洞
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	* 吳哥の発議で巨正が靑石洞の大将に選ばれる。(1/10)

* 徐霖は從事官に、신불출と郭능통は侍衛に任命される。(1/10)

* 불출と吳哥の下女の婚礼の数日後、官軍が攻め寄せてくるという知らせが届く。(1/12)

* 徐霖が巨正に野望を吹き込み、将来のために今は官軍との衝突を避けるよう進言する。(1/16)

* 巨正は官軍を避けて伊川廣福山に行くことを決める。(1/27)

* 天王童・五柱・莫奉が徐霖を懲らしめようと話し合い、五柱が殴る役割を担当する。(1/28)

* 五柱が徐霖を殴り、遺腹が駆けつけて止める。(1/29)

* 五柱を軍律で罰するべきだという徐霖の言葉に遺腹が腹を立てる。(1/32)

* 吳哥の助言で巨正は五柱を真似事の梟首に処し、天王童・莫奉・徐霖にも｢重責｣｢輕責｣｢記過｣などの罰を下す。(1/34)

* 徐霖の策で억석父子が人相見とともに平山府使陣中に逃亡し、偽の情報を流すことにする。(1/41)

* 天王童の一行が新溪・牛峰・兎山の各地で人家を襲って人を殺し、官軍の長たちが自分の領内に戻るよう仕向ける。(1/45)
	
	

	
	
	
	
	* 長湍・兎山・江陰など各地に手下を送り出し、頭領と頭目、残った手下らと家族は伊川の廣福山に行く。(1/46)


* 巨正が廣福山の住民を殺し、家と食糧を調達して一ヶ月ぶりに腰を落ち着ける。(2/47)

* 天王童がソウル南小門內の韓僉知の家で偽林巨正の噂を聞いて来る。(2/48)

* 巨正が偽巨正を懲らしめついでに、都に気晴らしに行く。(2/50)

* 巨正が永平도덕여울で林巨正を名乗っていた片目の盧밤に出会う。(2/52)

* 巨正が盧밤の家に泊まって盧밤の身の上話を聞く。(2/60)
* 巨正が盧밤を連れてソウルへ発つ。(2/68)

* 석문령で盗賊に襲われた少年に出会い、盧밤が母親救出を志願する。(2/70)

* 盧밤が巨正を名乗って盗賊を追い払い、母親にけしからぬ行為をする。(2/72)

* 盧밤の嘘に怒った巨正は盧밤を追い出すが、勝手についてくる(2/77) 

* その夜長水院で盧밤の世話になった巨正、盧밤を許す。(2/81)


* 巨正が南小門內韓僉知の家に腰を落ち着ける。(3/88)
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	* 盧밤が幸福のシラミの話をして韓온の部屋を使う許可を得る。(3/98)

* 韓온が巨正から剣を学び始める。(3/99)

* 二十日の月の頃、韓온が盧밤を練習相手にするようになる。(3/99)

* 半月ほど学んだところで妓生小月香の家に通いはじめ、剣を学びに来なくなる。(3/103)

* 韓온が巨正に妓生房で侮辱されたことを話し、老人亭閑良組への仕返しを頼む。(3/109)

(注：閑良組は遊び人グループを意味する｡)
* 2､3日後の雪景色の美しい夜、巨正が韓온とともに소흥の家に行き、老人亭閑良組を懲らしめて謝罪をさせる。(3/110)

* 소흥の家から追い出された老人亭閑良組はその後すぐ小月香の家に遊びに行く。(3/119)

* 韓온の一行も偶然小月香の家に行き、老人亭閑良組を追い出して遊んで来る。(3/124)

* 巨正と소흥が親しくなる。(3/127)


* 순이 할머니の紹介で巨正が산림골朴生員の娘と見合いをする。娘は父に死なれて母と二人暮し。(4/130)

* 朴氏をねらって金を貸していた、尹元衡の使用人が仲間をひきつれて来たので、巨正は全員焼き殺し、伊吹の木を引き抜いて井戸になげこむ。(4/143)

* 尹元衡が南致勤に事件の解決を任せる。(4/146)
	
	

	
	
	
	
	* 韓온が尹元衡の家の出入りの巫女に手を回して母娘の捜索をやめさせる。(4/153)

* 巨正の婚約日を決めている間に、盧밤と同室の小間使いが行方不明になる。(4/154)

* 小間使いが보쌈に遭ったらしいという情報が入る。(4/157)

* 元判書の家に拉致され殺され砂浜に埋められた小間使いの遺体を掘り出す。(4/163)

* 小間使いの母は役人に訴えても取り合ってもらえず、敵討を韓온・巨正・盧밤に哀願する。(4/165)

* 盧밤の嘘の夢の話にだまされ、小間使いの母が体を許す。(4/168)

* 盧밤は彼女をもてあそぶつもりで仇討を約束する。(4/173)

* 彼女が元判書の屋敷の地形や間取りを詳しく調べてきて哀願するので、盧밤は策略で巨正をひきこむ。(4/174)

* 巨正と盧밤が宣傳官と兵士のなりをして元判書の家に行く。(4/180)

* 巨正が元氏を南小門內に拉致する。(4/183)

* 巨正が元氏と同衾する。(4/186)

* 元判書の家では、元氏が側仕えの老女とともに急死したと言いつくろい、葬式を行う。(4/188)

* 巨正が元氏を妻にする。(4/189)

* 元氏の居を東小門内の紅門屋敷(烈女の家)の隣に構える。(4/191)
	
	

	
	
	
	
	* 元氏が巨正の文盲であることを知る。(4/193)

* 巨正が隣家の下女を南小門內にかくまう。(4/196)

* 烈女の由来。(4/196)

* 烈女金氏は元氏が下女を逃がしてやったと思い込み、言いがかりをつける。(4/199)

* 金氏が元氏の家に来て巨正と喧嘩をし、気を失う。(4/207)

* 金氏が元氏の家の門扉を斧で割って行く。(4/209)

* その夜金氏を懲らしめるため部屋に忍んでいった巨正は、実は彼女に惹かれていたことに気づき、将来を約束して初夜を過ごす。立春が過ぎて雨水が近い頃だった。(4/211)

(注：雨水とは24節気の一つを意味する｡)
* 金氏が舅と養子を故郷に送り返し、巨正との新所帯を構える。(4/221)

* 巨正に愛されてから金氏の荒い気性が変わり別人になる。(4/222)

* 結果的にソウルには巨正の妻3人(ほかに妓生の소흥)がいることになる。(4/222)


* 巨正がソウルに来て5,6ヶ月が過ぎる。(5/222)

* 廣福山では、いったん靑石洞に戻ろうという徐霖と吳哥の意見と、靑石洞に戻らず、どこかの山城に移陣しようという李鳳學と郭五柱の意見が対立する。(5/223)
	
	

	
	
	
	
	* 巨正の長期滞在について廣福山ではいろいろな意見が出る中、徐霖が英雄好色だと述べて懸念を表す。(5/226)

* 春、天王童がソウルに行き、巨正からすぐ帰るという約束を取り付けて帰るが、15日が過ぎても便りがない。帰る日程をはっきり聞いて来いという鳳學の言葉と、ずっと来なければ皆で上京するかそれとも解散するかもしれないと伝えろという徐霖の言葉を持って、天王童は再びソウルへ発つ。(5/228)
* 韓온の誕生日にソウルに到着した天王童が、韓온と口げんかして、巨正に頬を打たれる。(5/229)

* その夜、天王童は盧밤から3人の妻の話を聞く。(5/242)

* 盧밤は金氏の婢夫になっていた。(5/247)

* 天王童が巨正に黙ってソウルを発つ。(5/253)

* 天王童が廣福山頭領らにソウルに行って来た報告をする。(5/257)

* 天王童が雲寵にソウルで見聞きした話をする。(5/263)

* 白孫母子がソウルに行くと言いはり、鳳學と遺腹が同行することになる。(5/268)

* 巨正が妻と激しく喧嘩して大怪我をさせる。(5/276)

* 巨正は3人の妻を捨てたと韓온が嘘をつく。(5/287)

* 巨正が3人の妻を捨てることを決心する。(5/288)
	
	

	
	
	
	
	* 巨正が남성밑골の朴氏と東小門内の元氏、金氏に別れを告げる。(5/289)

* 盧밤はソウルに残り3人の妻の面倒を見ることになる。(5/291)

* 巨正の一行が廣福山に到着する。(5/294)

* 巨正が徐霖を軍律に照らして処断しようとするが、誤解が解け釈放する。(5/295)

* 天王童が巨正に口答えをして斬刑に処されそうになるが、頭領らのお陰で助かる。(5/298)

* 巨正が靑石洞にとりあえず戻ることを決める。(5/303)

* 巨正と吳哥のほか頭領・頭目・手下約20人が靑石洞に行き、各地に散らばった手下らを集めて臨時滞在のための建築作業をする。(5/305)


* 靑石洞移住が完了し、頭目と手下らの点呼を行う。(6/308)

* 돌석と天王童が金억석の話がきっかけで喧嘩をする。(6/314)

* 巨正が天王童に金억석を連れてくるよう命令する。(6/320)

* 出発した天王童が、金校역말の海産物屋の若主人から人相見조が京畿道麻田出身だと聞いて、麻田に向かう。(6/329)

* 麻田달골に住む人相見조をたずねるが、不在のため金산の家に泊まる。(6/331)
	
	

	
	
	
	
	* 金산が祭祀に出かけた留守中、金산の妻が天王童を誘惑して逆に説教をくらう。(6/338)

* 金산の妻が隣の金を呼んで姦通をする。(6/340)

* 祭祀に行くふりをして隠れていた金산が部屋に踏み込んで金と妻を殺す。(6/340)

* 天王童は金산とともに두일に向かう。途中金산が巨正に剣を教えた師匠の甥であることがわかる。(6/344)

* 天王童が찬우물동네で偶然、金억석の息子に出会う。(6/346)

* 天王童が꽃뫼で巫女と暮らしている金억석をさがし出し、ともに靑石洞へ発つ。(6/352)

* 金산は靑石洞で頭領になり、金억석は꽃뫼に戻って巫女の夫として暮らす。(6/354)
	
	

	火賊篇 2
	2. 松岳山
	1560
	40
	* 大王大妃が、10歳になった王世子の冠礼元服と世子嬪揀擇を控え、天中節端午に松岳山で神事を行うことを命じる。(7)

* 4月、尙宮等が大王大妃の命令を奉じて松岳山へ行き、端午굿の準備をさせる。(7)

* 金억석が息子を通して靑石洞一行を端午굿に招待する。(8)

* 巨正は靑石洞の女たちに見物の意志を尋ねる一方で、妊娠中の自分の妻には同行を禁じる。白孫母、激しく反発する。(10)

* けっきょく白孫の母・郭능통の妻と、裵돌석・黃天王童・吉莫奉・徐霖 4人の頭領夫婦の計10人が굿見物に発つことになる。(18)

* 一行は검은학골に着くが、一行への夕飯接待が遅れ、金억석は黃天王童に頬をぶたれる。(20)

* 翌朝、靑石洞一行の女たちは議論の末に笠をかぶらないことに決めて松岳山굿당へ向かう。(27)

* 端午굿が始まる。(32)

* 白孫の母をはじめ靑石洞の女たちが尙宮一行のすぐ後に大王堂のブランコに乗る。(41)

* ブランコ乗りの順番のために騒ぎが起きる。(42)

* 金억석の息子が徐霖の粧刀を拾い、飴と交換してくる。(46)

* 매로바위に登った天王童の口笛を聞いて、とび出した白孫の母は、自分も登ろうとして周囲に引きとめられる。(51)
	1560
	* 順懷世子10歲

	
	
	
	
	* 金천만が妓生を呼んで宴席を設け、黃天王童・徐霖・吉莫奉を呼びに来る。(55) 

* 12人の觀德亭閑良組が抵抗する女たちに暴力を振るい、黃天王童の妻を拉致して行く。(57)

* 悪漢らの跡をつけて扶山洞まで下りて行った金억석の息子が、緊迫した状況を知らせるため山上に戻る。 途中裵돌석に会い、ともに扶山洞に行く。(60)

* 裵돌석が得意の石投げで閑良組と戦う。(61)

* 都事の息子が裵돌석の投げた石に当たって気絶する。(66)

* 閑良たちが黃天王童の妻に暴力を振るう。(67)

* 裵돌석が激闘の末に危機に陥ったとき、黃天王童たちが駆けつける。(68)

* 黃天王童が妻を強姦しようとした都事の息子の首を斬る。(70)
* 黃天王童が妻を背負い、一行は山上に戻る。(71)

* 靑石洞一行は大王堂で、金천만が送ると言った駕籠を待つ。(73)

* 閑良たちは松都都事に事件を知らせる。禁盜軍官が出動し、留守一行は扶山洞へ検死に出かける。(75)
* 様子をさぐりに行った天王童は軍官らが登って来るのを見て大王堂に戻る。(77)
* 徐霖が尙宮に、三更(子の刻)まで大王堂にとどまって軍官の出入を禁ずるよう要請し、承諾させる。(78)
	
	

	
	
	
	
	* 굿당の門前で下人と軍官が言い争う。｢窩主(黒幕)｣という言葉に尙宮が激怒する。(84)

* 金억석の嘘の伝言で武藝別監を大王堂に呼び出し、捕らえて縛り上げる。(85)

* 天王童が武藝別監に変装し、靑石洞へ救援要請に出る。(87)

* 金억석の正体がばれて大王堂の外に出られなくなる。(90)

* 最後の굿が始まり、金억석の後妻と息子が굿판に出る。(91)

* 留守府裨將が軍官・軍卒20余人を率いて合流し、 大王堂の囲みは、あわせて4、50人に至る。(93) 

* 天王童が靑石洞に到着して事件を知らせ、 巨正が一行を連れて出動する。(93)

* その夜, 巨正一行が松岳山북성문から松明をともして横一列に並んで登ってくる。(94)

* 巨正が一回怒鳴りつけると軍官・軍卒らは全員逃げ出し、靑石洞一行は無事に靑石洞へ帰って来る。(95)
	
	

	
	3. 巣窟
	1560
	40
	* 許生員の治療を受けたところ、白孫の母が20年ぶりに妊娠したことが判明する。(1/97)

* 天王童が妻の薬材を求めるためにソウルに行き、韓온の家に泊まる。(1/97)

* 靑石洞への帰途、惠陰嶺で天王童は정상갑・崔판돌から靑石洞の名を騙って通過する荷のあることを聞く。(1/102)

* これをきっかけに合言葉と木牌と巨正の粧刀(懐刀)を使うことになる。(1/104)

* 討捕使の派遣に備えて平安道に巣窟を作ろうという徐霖の発案で、朴遺腹と裵돌석が責任者として派遣される。(1/107)

* 途中、鳳山に泊まった돌석が顔見知りの首校に目撃される。首校、鳳山郡守朴應川に告げる。(1/108)

* 首校が使令・軍奴4人を連れて宿所を襲う。(1/111)

* 運よく便所にいた裵돌석は首校一行に捕まらず、手下を救出して靑石洞に戻る。(1/112)

* 頭領と同僚を見捨てて一人で逃げて靑石洞に戻った手下はむちを打たれて死ぬ。(1/115)
* 天王童が裵돌석を待っている遺腹に通知するため孟山に行って来る。(1/115)

* 徐霖が禁府都事に変装して鳳山郡守朴應川を捕らえてくることになる。(1/116)

* 偽者であることを見抜いた朴應川が、左右兵房に逮捕を命じるが、徐霖一行が先に逃げる。(1/120)
	
	* 端川令の野談の布石
* 朝鮮王朝実録(10月)

	
	
	
	
	* 韓온が朝廷で工作し、朴應川は鳳山郡守の職を解かれる。尹之淑が代わりに任命される。(1/126)

* 尹元衡と李樑が討捕使に関して意見対立し、明宗は李樑の言を入れて討捕使派遣を止める。(1/126)

* 明宗が、開城留守と黃海・平安・江原觀察に、賊党逮捕の密命を下す。これを知った靑石洞では女たちを伊川廣福山に送る。(1/128)

* 靑石洞賊党が江原道に逃げたと思いこんだ留守と監司は徴兵を中止する。(1/129)

* 巨正がソウルに行き、妻らに再会する。(1/130)

* 金氏が巨正に盧밤を追い出すよう頼む。(1/134)

* 巨正、盧밤に家を与え、妻の婢を解放してやる。(1/139)
* 巨正が소흥に自分の正体を明かす。(1/145)


* 巨正が尹之淑をこらしめるため靑石洞に帰る。(2/148)

* 徐霖など4頭領と2侍衛が巨正の代わりに尹之淑を懲らしめるため、商人に変装して発つ。(2/150)

* 途中で尹之淑の行列に会った靑石洞一行は、臨津渡し場でわざとトラブルを起こす。(2/155)

* 逃げる尹之淑に裵돌석が追いついて石を頬に命中させる。(2/156)

* 巨正は尹之淑へのこらしめが充分でないと言って徐霖に怒る。(2/159)

* 吳哥の妻、死す。(2/160)
	
	* 野談

	
	
	
	
	* 平安道孟山豆無山・古樹德・成川檜山などの地に巣窟を建設中の遺腹が葬式出席のため帰って来る。(2/163)

* 徐霖の発案で、巨正が遺腹を見送りがてら、各地の郡守を騙して接待を受けるために出発する。(2/168)

* 8月5､6日頃、巨正と遺腹が黃海監司の從弟の柳一善都事と親戚の朴大中參奉を名乗って、平山府使蔣孝範を騙す。(2/170)

* 見送りに来た將校らが狩人の言葉で巨正にだまされたことを知り、府使に報告するが、府使は恥ずかしくて事実を隠す。(2/179)

* 瑞興府使は巨正らを冷遇して侮辱を受ける。(2/182)

* 鳳山郡守尹之淑は、巨正たちをさんざん接待したうえ愛馬を騙し取られる。(2/193)

* 駒峴院で遺腹を見送った巨正は、鳳山で自分の正体を明かしてから靑石洞に戻る。(2/195)

* 韓僉知が死に、巨正が李鳳學・黃天王童らを連れて葬儀のために上京する。巨正は4人の妻たちを連れ帰ることを宣言する。(2/202)

* 8月15日、巨正が소흥の家に泊まる。(2/205)

* 巨正一行が喪主一行とともに興天寺に供養を上げに行く。(2/208)
	
	* 朝鮮王朝実録

	
	
	
	
	* 盧밤が布施に使うと言って巨正から借りた綿布一疋を隠していたことがばれて取り上げられる。(2/210)

* 巨正が一行と南山に登り、16年前の乙巳年の国喪の年にあった呪詛の話をする。(2/212)

* 巨正一行が소흥の家に行き酒を飲む。(2/214)

* 李鳳學が隣家から借りた壊れ弓矢で、野良猫を退治しようとする。(2/220)

* 盧밤が소흥の家に来て巨正に生活費の無心をし、追い払われる。(2/222)

* 実は盧밤は手下2人にソウル見物をさせ、飲み屋で飲み逃げをしようとしてつかまり、手下1人を人質に置いて巨正に酒代をもらいに来たのであった。(2/224)

* 巨正と韓온から金をもらえなかった盧밤は、朴氏を騙して綿布をもらい酒代を払う。(2/226)

* はらいせに盧밤は飲み屋で大声で靑石洞大将に関する話をする。(2/227)

* 盧밤の言行をあやしんだ飲み屋の女主人の甥の捕校が捕廳から捕校らを連れてきて一行を逮捕する。(2/229)

* 捕廳で盧밤が巨正の居場所を明かす。(2/231)

* 捕盜部將が捕校20余人を連れて巨正を捕らえるため長統坊に行く。(2/234)

* 巨正一行は捕盜部將一行を蹴散らして五間水の方に逃げ、소흥もついて行く。(2/243)
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	* 8月20日、長統坊事件(実録)

	
	
	
	
	* 巨正一行が五間水を通ってソウルを抜け出し、長水院に泊まる。(2/248)

* 南致勤の取り調べで盧밤が巨正の妻らの居場所を吐き、金氏と元氏が連行される。(2/254)
* 偽名を名乗ったことがばれてむちを打たれることになると、盧밤は朴氏と韓온のことまで明かす。朴氏は捕まり、韓온は逮捕を免れる。(2/257)

* 盧밤の口から元氏が元繼儉の娘だという言葉が出る。(2/259)

* 長統坊事件が司諫院に彈劾され、左右捕將が全部変わる。(2/260)

* 南致勤が元繼儉に会って元氏の話を伝えるが、元繼儉は事実を否認する。(2/261)

* 元繼儉が李樑に会い娘に関した難しい事情を訴え助けを求める。(2/265)

* 巨正の妻と手下らが典獄に護送される。(2/268)

* 盧밤が巨正を逆賊だと告発する。(2/272)

* 盧밤が巨正の母を人質にして巨正を捕えることができると嘘をつく。(2/273)

* 巨正には母がいないことがばれると、盧밤は義母だと言い張る。(2/274)

* 羅將・羅卒らが盧밤を連れて靑石洞に行く。(2/278)

* 見張りが盧밤一行を見つけ、郭五柱・吉莫奉が出動すると、盧밤以外はみんな逃げ、盧밤は靑石洞に住むことになる。(2/281)
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	* 南致勤の罷職

	
	
	
	
	* 韓온が財産を処分し家族を連れて靑石洞に行くことを決心する。(2/283)

* 天王童が上京し、韓온に会って事件のいきさつを聞く。(2/285)

* 廣福山にいた巨正は女たちを救うために破獄を決意し、靑石洞にいる裵돌석・吉莫奉・徐霖に9月3日に長水院に来るよう命ずる。(2/290)

* 巨正が鳳學と신불출・郭능통を連れて長水院に向かう。(2/292)

* 裵돌석・吉莫奉・徐霖が長水院に到着する。(2/292)

* 9月4日朝、翌日の夕方までに惠陰嶺派を集めてくるため吉莫奉を惠陰嶺に送る。(2/296)

* 巨正一行が興天寺主掌僧から綿布を奪ってくる。(2/297)

* 9月5日、吉莫奉が정상갑・崔판돌と手下 30余人を連れて長水院に向う。途中で崔に会いソウルへの道で取締りが厳しくなったことを聞く。(2/301)

* 9月5日の夜、吉莫奉と惠陰嶺派が長水院に到着する。(2/305)

* 計画の内容を聞いてできないと言った정상갑が、怒った巨正に蹴り殺される。(2/307)

* 정상갑の死に逆上した崔판돌、巨正に食ってかかり、巨正に押しのけられて壁に頭をぶつけて気を失う。(2/308)
* 吉莫奉が崔판돌を背負い、정상갑の遺体は惠陰嶺派が担いで惠陰嶺に戻る。(2/310)
	
	* 朝鮮王朝実録(徐林の自白)

	
	
	
	
	* 天王童が長水院に来て、白孫が伊川邑で捕まったことを告げる。(2/311)

* 妻たちの処置を調べるため天王童をソウルに向かわせ、残りの一行は伊川に向かう。(2/315)

* 巨正が破獄して白孫を救い出す。(2/316)

* 腕に矢のあたった巨正、長光刀で兵房と官屬らを殺す。(2/318)

* 9月9日、巨正一行が無事に廣福山に帰る。(2/319)

* 頭目・手下10余人だけ残し、みんな荷物を持って靑石洞に発つ。(2/322)

* 靑石洞に引っ越して来た韓온から、元氏は典獄で自決、金氏・朴氏は官婢になり、2人の手下は斬首に処されるという消息を聞いた巨正は、破獄の計画を放棄する。(2/323)

* 巨正が盧밤を取り調べるが、盧밤は嘘で言い逃れる。(2/323)

* 巨正が韓온を頭領に任命する。(2/326)

* 崔판돌は結局破傷風で死に、吉莫奉が惠陰嶺派の新首魁を任命して靑石洞に連れてくる。(2/326)

* 遺腹が平安道の建設作業を終えて靑石洞に戻る。(2/327)
* 徐霖の提案から4、5ヶ月で、平安道陽德・孟山・成川の3箇所に3つの巣窟が完成する。(2/327)
	
	

	
	
	
	
	* 韓온は靑石洞財産管理、金산は米穀・布木出納、裵돌석は四山總察、黃天王童は傳令、李鳳學と朴遺腹は左右軍の正頭領、吉莫奉と郭五柱は左右軍の副頭領、徐霖は謀士として做謀設計を担当し、吳哥は巨正の留守の間大将の代理の権限を持つことになる。(2/328)
	
	

	火賊篇 3
	4. 笛
	1560
	40
	* この年は全国的にひどい飢饉であった。(1/5)

* 靑石洞の蓄えが底をついてきたので、巨正の発案で防穀(米の流出を防ぐ措置)をしている村からは略奪し、していない村には立札を立てて穀物を取り立てることにする。(1/7)
* 탑고개を通る者から通行税を取り始める。(1/8)

* 9月、別試科擧に落ちた鳳山선비4人と平山선비4人が帰途靑石洞で偶然出会う。(1/13)

* 선비らは탑고개酒幕へ行き、徐霖と韓온がいる部屋で酒を飲む。(1/17)

* 徐霖が自分の悪口を言う선비らをけしからぬ奴らだと思い、靑石洞に拉致する。(1/25)

* 정生員を始め鳳山선비3人と、平山선비2人の、合わせて5人が殺される。(1/28)

* 한生員・신進士・鳳山선비1人は放免される。(1/32)


* 4、5日後、宗室端川令が탑고개で捕まる。(2/33)

* 8月、王世子の冠禮の後、端川令は楚香の伽倻琴を聞くために寧邊へ発った。(2/35)

* 寧邊に着いた端川令は、古い服に着替え、旅人を装って楚香の家を訪ねる。(2/38)

* 端川令が楚香の家の庭にむしろを敷き、寝ているふりをしながら楚香の伽倻琴にあわせて笛を吹く。(2/43)

* 端川令の正体がばれる。(2/44)
	
	* 野談

* 野談

	
	
	
	
	* 9月16日、端川令が楚香とともに妙香山の見物に出かける。(2/53)

* 端川令と楚香が普賢寺に泊まる。(2/53) 

* 次の日、端川令と楚香は內院菴へ行き、水月堂老長に会う。(2/54)
* 寧邊府使が届けを出さずに妙香山に行って来た楚香を捕えるが、端川令の顔を立てて許してやる。(2/65)

* 端川令が楚香の母の嫌みと母娘の不和に耐えかね、雲山郡守から米と綿布を借りて楚香の家に届ける。(2/74)

* 寧邊府使が笛を聞くために楚香の家に来ると聞き、端川令は逃げるように寧邊を発つ。(2/76)

* 端川令が탑고개で靑石洞派に出会い、靑石洞に連れ込まれる。(2/79)

* 靑石洞では端川令を客として受け入れ、笛を聞くために宴会を準備する。(2/83)

* 端川令が李鳳學に親戚として親しみのこもった挨拶をするが、李鳳學は自分は兩班ではないと言い、冷たく応対する。(2/90)

* 10月15日に近い日、都會廳(集會所)にみんなが集まり宴会を始める。(2/91)

* 徐霖に脅された端川令が笛を吹き、一同がその音色に感動する。(2/101)

* 巨正が端川令に粧刀を渡し、靑石洞から出るのを許す。(2/108)
	
	

	
	
	
	
	* 端川令が巨正からもらった粧刀(懐刀)で賊患を免れ、無事にソウルに着く。(2/112)

* 權判書の面啓と司諫院の合啓で、黃海監司と鳳山郡守が替る。(2/114)
	
	

	
	5. 平山戰
	1560
	40
	* 金校역洞の海産物屋の若主人が夭死し、老いた主人が天王童に葬式の手伝いに来てほしいと頼む。靑石洞では話し合いの末に金산を送ることにする。(1/117)

* 風水地相見とともに馬山里の葬地に行った金산が、偶然に友達の李春同に出会う。(1/120)

* 金산が李春同の家に行き、お互いの過去の話を包み隠さず話す。(1/126)
* 金산が山役が終わってから李春同の家に泊まっていく。(1/129)

* 金산と李春同が偽巨正の噂話をする。(1/135)

* 李春同の母の還暦まで1ヶ月以上ある時、金산が李春同を連れて靑石洞に来る。(1/137)

* 巨正が春同に入党を勧め、春同は母の承諾を得てから入党すると答える。(1/158)

* 巨正が、馬山里に帰る春同に、母の還暦の宴に行くことを約束する。(1/161)


* 李春同が帰って半月後、李欽禮が鳳山郡守になったことを知った巨正らは李欽禮を襲うことを決議し、天王童を鳳山に送って赴任日程などを調べさせる。(2/164)
* 海州へ延命に行く李欽禮の襲撃を兼ねて巨正の一行が李春同の母の還暦宴に行くことにする。(2/166)

(注：延命は任地で王の任命の伝達を受ける儀式｡)
	
	* 李春同の名(朝鮮王朝実録)

* 馬山里という地名(同上)

	
	
	
	
	* その翌日、11月20日、徐霖をたずねて来た徐霖の外姑が탑고개の孫の助けで靑石洞に入る。(2/173)

* 徐霖の義弟がソウルの左捕廳に拘禁され病気で死にそうだから助けに行ってくれと、外姑が徐霖に嘆願する。(2/176)

* 韓온が徐霖に、ソウルへ行くなら崔に会って、徴収したお金をなぜ送らないか聞いてくるように頼む。(2/181)

* 21日、徐霖は24日に帰ってくると約束し、巨正の馬を借りてソウルへ発つ。(2/182)

* 22日、金치선の家に着いた徐霖が義弟を救う方法を話し合った末、領府事(尹元衡)あるいは正敬夫人(鄭蘭貞)に賄賂を贈ることにする。(2/182)

* 徐霖が崔の家に行って綿布十束の融通を頼む。崔は翌朝までに用意すると言う。(2/185)

* 帰途、徐霖は偶然に出会った권개미치から、崔の不正の話を聞く。(2/186)

* 23日明け方、徐霖が不吉な夢を見る。(2/195)

* 崔の密告で徐霖が左捕廳に連行される。(2/197) 
* 取り調べを受けた徐霖は엄개と名乗り、母方の従兄が領府事の屋敷の執事、손同知だと嘘をつく。(2/202)

* 徐霖が左邊捕盜大將の金舜皐に会って正体を明かし、巨正らが李欽禮を襲うために11月26日馬山里に集まると暴露する。(2/211)
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	* 11月24日、徐霖がソウルで捕まる。(王朝実録)

	
	
	
	
	* 24日の朝、宣傳官の鄭受益が部將2人をひき連れ、鳳山郡守の李欽禮と金校察訪の姜侶とともに巨正を捕えて来るようにという王命が、金舜皐に下される。(2/216)

* 24日の午後、鄭受益が延千齡・李義植を率いて黃海道に発つ。(2/217)

* 25日の朝、鄭受益一行が金校に到着して姜侶と会い、兵を集めたうえ27日未明に御水洞で落ち合うことに決めて別れる。一行はそのまま鳳山へ発つ。(2/219)

* 26日鶏が鳴いた(鷄鳴;丑の時､すなわち午前2時頃)後、鄭受益一行が鳳山に到着する。一行が一眠りしている間に李欽禮が兵士200余を集め、朝とともに御水洞へ行軍する。(2/220)

* 27日の明け方、鄭受益の軍勢が御水洞に到着し、兵300名を率いて待っていた蔣孝範・姜侶らと合流して南面に向かう。総勢500名。(2/221)

* 24日の夜中まで待っても徐霖が帰ってこないので巨正が激怒する。(3/221)
* 25日の朝、巨正は天王童に、鳳山で李欽禮の動向をさぐってから馬山里に来るよう命じ、李鳳學・裵돌석・吉莫奉・金산の4頭領を連れて発とうとする。その時、事件を知らせる金치선の手紙が届く。(3/223)
	
	* 王朝実録の啓状

	
	
	
	
	* 上京して事情を調べるよう韓온に命じ、巨正は予定通り馬山里へ発つ。(3/226)
* 26日、韓온はソウルに行く途中で권개미치に出会う。徐霖から託されたという吳哥と徐霖の妻宛の手紙を読んで不審を抱き、靑石洞へ戻る。(3/227)

* 妻子をソウルに呼びよせる手紙について、靑石洞では徐霖を疑う韓온と疑わない吳哥・朴遺腹とに意見が分かれる。(3/232)

* 話し合いの結果、息子と娘を残して徐霖の外姑と妻だけを送ることにする。(3/234)

* その日の夕方、徐霖の娘が母と離れようとせず泣きわめくのを見かねた吳哥と朴遺腹が娘もいっしょに送り出す。(3/238)

* 巨正一行は馬山里へ行く途中温泉に寄る。(3/238)

* 温泉に洗濯に来た女を吉莫奉が도깨비と勘違いして驚かす。(3/240)

* その夜、酒を飲みながら、宿の主人から、いたずら者がワラジを逆に履いて도깨비のまねをした話を聞く。(3/243)

* 11月26日、李春同の母の還暦日の朝、巨正一行が馬山里に入る。(3/244)
* 巨正は李春同の家で朴連中と再会し、姪の楊애기と朴連中の息子を結婚させることを約束する。(3/249)
	
	

	
	
	
	
	* 朴連中は自分の娘と白孫との結婚は好ましくないと思うが、人相見の조の言葉を思い出し、因縁を感じて結婚を決める。(3/252)

* 朴連中が巨正に鳳山郡守を殺す計画を止めるよう勧めるが、巨正は聞き入れない。(3/252)

* 27日 朝、黃天王童が到着し、自分たちを捕えるために大軍が来ようとしていることを伝える。(3/254)

* 徐霖の口から計画が発覚したことに、巨正一行はようやく気づく。(3/256)

* 李春同の家族らを靑石洞に送り、巨正と5頭領、そして李春同の7名は馬山里に残って官軍と接戦をしてから逃げることにする。(3/258)

*　村人たちを動員して、接戦に必要な石・木片・甕・壷などを李春同の家の裏山の上まで運ぶ。(3/261)

* 官軍は二手に分かれ、馬山里の東側と西側に進入する。(3/262)
* 馬山里の東側から入った延千齡の先陣が裏山に登るが、降りそそぐ石木のかけらに一度撃退される。もう一度攻めようとしている時、本陣から後退令が届く。(3/263)
* 盗賊を山の後ろから挟み撃ちにするために、李欽禮が延千齡を蔣孝範のもとに派遣する。(3/265)

* 延千齡が李義植の先陣と会って李欽禮の計策を伝え、馬山里に着いたら山上を攻めるよう言う。(3/267)
	
	

	
	
	
	
	* 延千齡が蔣孝範に盗賊を挟み撃ちにする計略を伝える。(3/268)

* 蔣孝範は山に入らないで入口を守ると言い出し、姜侶と延千齡が山に登ることにする。(3/269)
* 李鳳學と李春同はもう逃げようと主張するが、巨正はもっと官軍を懲らしめてやろうと意地を張る。(3/271)

* 官軍が東西から攻めてくる。林巨正・裵돌석・黃天王童は東側を守り、李鳳學・吉莫奉・金산・李春同は西側を守る。(3/272)

* 李鳳學の矢が李欽禮の兵帽を貫く。(3/273)

* 東側の李義植の先陣が、裵돌석のつぶて攻撃で後退する。(3/274)

* 西側の官軍も灰と醤油の攻撃に退却する。(3/275)
* 巨正一行が退却する。(3/276)

* 足首をくじいた金산もいて、巨正一行は谷で少し休んでから行くことにする。(3/277)

* 巨正一行が미투리を逆に履いて逃げ、官軍をまどわす。(3/278)

* 巨正一行を追跡する鄭受益・李欽禮一行が、延千齡と姜侶に遭遇し、村の前と山の西道を守るよう命じる。(3/279)

* 姜侶に村の前を守らせ、延千齡は20人の兵士を連れて西側の山道を守ることにする。(3/280)
	1560
	* 11月 29日、平山御水洞で官軍が敗戦。

	
	
	
	
	* 延千齡が姜侶と乗り換えた栗毛の馬で一人山道を急ぎ、山を降りてくる巨正一行を発見する。(3/281)

* 巨正の左腕に矢が当たる。(3/282)

* 延千齡が裵돌석の石に当たって馬から落ちる。(3/284)

* 延千齡が巨正との決闘の末、巨正の長光刀で切り殺される。(3/285)

* 巨正が延千齡の乗ってきた馬を奪って逃走する。(3/286)

* 巨正一行が慈母山城に到着する。(3/289)

* 夜中、裵돌석が起き出して안방に行き、宿の主人の妻を強姦しようとする｡(3/293)

* 主人に助けを求められ、天王童が안방に行って裵돌석を止める。(3/295)

* 28日、天王童が官軍の動静を探るために馬山里に行って、村人が役人に協力していることを知る。(3/298)

* 巨正一行が馬山里に戻り、李春同の家に火をつける。(3/303)

* 馬山里の人々が、巨正たちが村に帰った事実を平山邑内に告げるが、蔣孝範は出動しない｡(3/304)

* 靑石洞に帰る途中、巨正一行は馬山里に向かう朴遺腹・郭五柱に出会う。徐霖の家族を送り出したことを知って巨正は激怒する。(3/305)
	
	

	
	
	
	
	* 巨正一行が無事に靑石洞に入り、李春同は頭領になる。(3/307)

* 鄭受益と李義植は巨正たちを逃した罪を問われる。徐霖は巨正逮捕に協力させることで罪をあがなわせることにする。(3/308)
	
	

	火賊篇 4
	6. 慈母山城(上)
	1560
	40
	* 12月1日、明宗が三公(領議政・左議政・右議政)、領府事、兵・刑曹堂上、左右捕盜大將に、五道大將を設置して盗賊を捕えることについて話し合うよう命じる。大臣たちは両道巡警使を置くことを建議する。(1/5)

* 黃海道巡警使に李思曾、江原道巡警使に金世澣が任命される。(2/8)

* 徐霖が左邊捕盜大將の金舜皐に巨正を捕える計略を話す。(3/13)

* 金舜皐が李思曾に徐霖の計略について話すが、李思曾は信憑性がないと一蹴する。(4/15)

* 金舜皐が李思曾に徐霖を連れて行かないかと提案するが、李思曾は断わる｡(5/16)

* 李思曾が金世澣に徐霖を連れて行かないことを話すと、金世澣は、金舜皐が李思曾だけに提案したことを不快に思い、賛同のふりをする。(5/19)

* 靑石洞では勝利を祝う宴会が開かれる。そこに官軍出動の噂が届き、天王童が事情をさぐりに上京する。(6/21)

* 12月4日(巡警使の出発の1日前)、黃天王童が上京の途中、惠陰嶺で金치선の義弟に出会い、金치선の手紙を受け取って靑石洞に戻る。(7/22)
* 金치선の手紙の中に徐霖が捕盜大將に巨正を捕える計略を進言しているという内容があり、巨正は激怒する。(8/26)
	1560
	* 12月1日、御前秘密会議
黃海道巡警使に李思曾、江原道巡警使に金世澣を派遣

	
	
	
	
	* 逃亡を勧める金치선の手紙とは逆に、巨正は靑石洞に残って戦うことを決心する｡(10/32)

* 12月5日、韓온が官軍の動向と徐霖の計略をさぐるためにソウルへ発つ。(13/39)

* 韓온が長端邑で前日ソウルを出発した巡警使一行とすれちがう｡(13/39)

* 12月6日の朝遅く、韓온がソウルの강만손の家に到着する｡(14/42)

* 裏切者の崔が捕まって典獄につながれたことを聞く｡(15/47)

* 昼寝をした韓온、都會廳が燃え上がり巨正が血まみれになって現れる不吉な夢を見る｡(17/51)

* 韓온が덕신の父に領府事の屋敷の執事、손同知を通して金치선の行方を調べるように頼む。(17/53)

* 12月7日、金치선は龍仁に行ったことが分かる。今度は左捕廳で徐霖の計略と動静をさぐるように덕신の父に頼む｡(18/56)

* 韓온が父の部下だった순이 할머니と再会する。(20/61)

* 순이 할머니の孫큰쇠が左邊捕盜大將の小間使いをしていることを知り、すぐに呼びだす。(22/62)
* 큰쇠から徐霖の家族が左邊捕盜大將宅の行廊にいること、徐霖が捕まった事情、徐霖の進言した計略を聞く。(22/69)

* 12月8日の明け方、韓온がソウルを発ち、翌日靑石洞に着いて巨正に報告をする。(25/78)
	
	

	
	
	
	
	* 都會廳に頭領らが集まり対策会議を開く。李鳳學が とりあえず家族らを逃がそうと提案し、みんなが賛同する｡(26/81)

* 家族らを朴連中のもとに送ろうという李春同の意見に巨正が同意する。(27/82)

* 李春同と韓온が家族らに付き添うことになる。(27/83)

* 12月12日、大将・頭領らの家族らと一部の頭目・手下らの妻子ら合わせて40人余りを海州の朴連中のもとに送る。(28/84)

* 逃げようとして捕まった수남(徐霖の息子)を巨正が殺すよう命じる｡(28/86)

* 12月8日、巡警使李思曾が海州に到着し宴会が開かれる｡(29/87)

* 夜伽をした妓生초운から病気の母の話を聞かされた李思曾が禮房裨將に命じて休みを与えさせる。(30/91)

* 12月12日、載寧に着いて초운に再会した李思曾、旅疲れを理由に載寧に留まる｡(32/97)
* 12月14日、載寧を離れたくない李思曾は李欽禮の言を受け入れ、準備に時間をかけることにする。すなわち、江原道巡警使に20日まで両道隣接地域の防備をするよう通牒し、瑞興・平山府使には兵を起こす準備をととのえて待機すること、金校察訪には敵の動静を探ること、豊川府使には兵を集めて載寧に来ることを指示する官文を送る。(32/98)
	
	

	
	
	
	
	* 載寧の近くに住む義弟を通して官軍の動静をさぐろうとした李春同が、巡警使が載寧から動かないことを知る｡(33/99)

* 靑石洞の家族らが海州にいることを巡警使が知っていると勘違いした朴連中と韓온が、李春同を靑石洞に知らせに送る。(34/101)

* 都會廳で会議が開かれる。靑石洞を捨てて家族と合流し、様子を見ながら慈母山城へ移って戦おうという李鳳學の意見に吳哥を除いて全員が同意する。(36/110)

* 靑石洞に残って妻の墓を守るという吳哥の意地を、巨正がついに了承する｡(38/115)

* 12月20日頃、吳哥と80人余りの頭目・手下だけを残し、大将・頭領・시위・手下 15人は海州の朴連中の家に向かう。(39/118)

* 白孫の母が娘を産む。(39/118)

* 巨正一行が朴連中の村に到着し、すし詰め状態で一晩を過ごす。(39/119)

* 翌朝、白孫の母に会いに行く途中で朴連中の手下らの不平を耳にした巨正は、すぐ慈母山城へ移ることを決める｡(40/121)

* 李鳳學・朴遺腹・裵돌석・黃天王童・吉莫奉・郭五柱・李春同と頭目・手下 10余人の先陣が慈母山城に発つ。(41/124)
	
	

	
	
	
	
	* 李鳳學の先陣が도평尊位の家に入って一晩を過ごし、翌朝、村の頭民と洞任らを呼んで、慈母山城の住民を受け入れることと、軍糧・秣・日用諸具を提供することを要求する。(42/125)

* 도평三座の提案で馬山里・사주里も協力させることにする。(43/128)

* 李鳳學一行が慈母山城へ行き山城の住民を三つの村に送り、家の手入れをし、夕飯を作り、道に松明を準備して巨正一行を待つ。(43/128)

* 一族郎党をひきつれて巨正が慈母山城へ入り、合わせて60人余りが慈母山城で暮らすようになる。(43/129)
	
	

	
	慈母山城(下)
	
	
	* 80人余りの頭目・手下とともに靑石洞に残った吳哥は寂しい思いで眠れず、酒を飲む。(1/130)

* 大将と頭領がいなくなって動揺した頭目・手下が散り始めるが、吳哥は放置する。(1/132)
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